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大学院教育の在り方についての論点 

「大学院の量的規模に関する考え方について」 

１．「大学院の量的規模」に関する考え方 

○ 大学院の規模に関する考え方については、平成３年の大学審議会答申「大学院の整備充

実について」及び「大学院の量的整備について」により、平成 12 年時点で大学院を平成

３年時点の規模の２倍程度の拡大の必要性が提言されたが、平成 17 年以降は大学院の規

模については、社会の諸要請を的確に踏まえつつ、学部の量的な構成も含め、各大学の責

任において判断すべき事柄であるとした。 

 

【大学院教育の規模の確保】 

○ 「新時代の大学院教育 －国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて－ 答申」

（平成 17 年９月 5日 中央教育審議会）（以下「平成 17 年答申」という。）において

は、「知識基盤社会にふさわしい大学院教育の規模の確保」として、以下の考え方が

示されている。 

 

大学院政策において大学院の全体あるいは分野別に量的な目標を設定するこ

と等は、本審議会答申「我が国の高等教育の将来像」において行わないことと

され、また、多様化・複雑化し、変化の速度を増していく人材需要に対して、

一元的な調整を行うことは困難であり、各大学院が、大学院教育に対する社会

の諸要請を的確に踏まえつつ、競争的環境の下で自主的・自律的な検討に基づ

く機能別分化の流れの中で、自らの果たすべき役割を基に新たな専攻等の設

置・改組の対応を柔軟かつ機動的に図ることが基本であると考えられる。 

また、各大学における大学院と学部の量的な構成については、大学の機能別

分化が進んでいく状況の中で、各大学の責任において検討・判断すべき事柄で

あると考える。 

 

 

○ 「グローバル化社会の大学院教育 －世界の多様な分野で大学院修了者が活躍する

ために－ 答申」（平成 23 年１月 31 日 中央教育審議会）（以下「平成 23 年答申」と

いう。）においては、これを踏まえ、以下のように入学定員の見直し等の考え方が示

されている。 

 

＜専攻・大学間の連携や入学定員の見直し等による教育の質の確保＞ 

学生数が非常に少ない博士課程等の専攻においては、体系的な大学院教育を

通じて多様な学生が互いに切磋琢磨する環境を確保する必要がある。このた

め、それぞれの基礎となる学部・学科の上に設置されている専攻間の壁を超

え、各大学の強みを生かした融合型の専攻へ再編することや、専攻間、大学間
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が連携・協力することなどにより、教育の質を確保していくことが求められ

る。 

また、安易に入学者数の確保を優先するのではなく、大学院教育の質の保証

を図り、定員の充足状況や社会的需要等を総合的に勘案し、必要に応じ、自ら

入学定員を見直すよう努めることが必要である。 

 

 

○ 「未来を牽引する大学院教育 －社会と協働した「知のプロフェッショナル」の育

成－ 審議まとめ」（平成 27 年９月 15 日 中央教育審議会大学分科会）（以下「平成

27 年審議まとめ」という。）においても、平成 17 年答申の考え方を踏まえ、各大学

の責任において判断すべき事柄と言及している。 

 

 

 

【規模に関する現状】 

○ 大学院の各課程における規模の現状については、以下の通り（詳細は別添関連データ

を参照）。 

 

【博士課程】 

 ・ 入学者数については、留学生・社会人以外の修士課程を修了して博士課程に進学す

る者を主とする一般学生の入学者数が平成 15 年度の約 1.2 万人をピークに大幅に減少

し、平成 30 年度には約半数の 0.6 万人に減少。（図５） 

 ・ 専攻規模及び分野別の入学者数については、①入学者数 3名未満の専攻が約 72％、

②人文・社会及び工学については入学者数 5名以下の専攻の割合が大きく、7割を超

えている。③これらの人文・社会・工学に加え農学については、入学定員充足率も 6

割以下となっている。（図７～10） 

 ・ 修了者の状況について、全体の就職率（経常的な収入を目的とする仕事についた者

／博士課程修了者及びいわゆる満期退学者）は緩やかに増加する傾向にあり、平成 15

年度の 54.4%と比較し、平成 30 年度では 67.7%まで上昇している。分野別でも平成 15

年度と比較するとどの分野でも上昇しているが、理学・工学・農学・保健分野の伸び

率に比べると人文・社会分野の伸びは小さく、分野間の就職状況の差が大きくなって

いる。分野別の就職先も、人文・社会は 4割以上の進路が大学教員となっており、大

学教員以外の専門職（科学研究者・技術者等）の割合が一番高い理学・工学・農学・

保健分野と就職状況が異なる。（図 11～13） 

 ・ 社会人学生の状況については、博士課程の入学者は既に約 4割が社会人学生となっ

ている。平成 15 年度の入学者数 3,187 名/18.5％と比較すると、平成 29 年度では

6,203 名/41.4％となっており、実数、割合ともに増加している。在籍者の状況を分野

別にみると、他の分野はほぼ横ばいの中で保健分野だけが大きく増加しており、ま

た、工学分野については微減している状況にある。（図 14、15） 

・ 留学生の状況については、理学・工学・保健分野を中心に全体として増加傾向にあ

るものの、国際比較を見ると博士課程または同等の学位プログラムに在籍する留学生

の割合は OECD 平均では 24%であるのに対し、我が国は 20%弱となっている。（図 16、

17） 
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 ・ 人口 100 万人当たりの学位取得者数の国際比較については、①我が国は 100 万人当

たり 121 人と、米国、ドイツ、イギリス、韓国と比較すると半分以下と少ない数であ

る。②2008 年度と 2013 年度を比較すると、フランス、中国を含めて比較対象の国の

中で、日本だけが学位取得者の数が低下している。③分野の比率を比較すると、日本

は自然科学の占める割合が多く、人文・社会の割合が非常に低い。（図 18） 

 ・ 国公私の比率については、在学者比率を見ると、大学院全体の在籍者の約 6割が国

立大学に在籍しており、特に博士課程では約 7割に達する。（図３） 

 

【修士課程】 

 ・ 入学者数については、平成 22 年のピーク時に 82,310 名存在したが、平成 30 年度で

は 74,096 名となっている。ただし修士課程の入学者数は学部学生の就職率の影響を大

きく受けるため、社会・経済の状況等にも留意する必要がある。直近 5年度間では入

学者数はほぼ横ばい傾向であり、学士課程修了者の進学率も 11%台で推移している。

（図 19、20） 

 ・ 入学定員との関係では、入学者３人未満の専攻の割合は約 16％、579 専攻となって

いる。定員充足率については、全体的には 100%前後で推移しているが、①人文・社会

分野は充足率 100%を下回る状態が続いており、近年は低下傾向を示している。②理学

分野では、近年は定員超過の状況が続いている。（図 21～24） 

 ・ 修了者の状況については、就職率の推移を見ると概ね上昇傾向にある。平成 30 年度

（平成 29 年度修了者）では、工学が 9割、理学・農学・保健が約８割、社会科学６

割、人文約５割の就職率となっており、分野により状況に差がある。（図 25、26）一

方、修了者の進学率を見ると、全体では平成 15 年度の 14.3%と比較して、平成 30 年

度は 9.3%まで減少している。分野別にみると、人文・理学・保健は 15%を超える進学

率となっており、農学・社会科学が約 10%、工学については約 5%となっている。（図

6） 

 ・ 社会人学生の状況については、修士課程の入学者の 1割は社会人学生という状況が

平成 12 年度以降継続している。平成 15 年度の入学者数 8,182 名/10.8％と比較して、

平成 29 年度では 7,824 名/10.8％となっており、比率は一定となっている。分野別で

は、保健と農学が増加傾向、工学、社会科学等が減少傾向にある。（図 27、28） 

 ・ 留学生の状況については、平成 15 年以降総じて増加の傾向にあり、各分野において

留学生数を増加させているが、国際比較を見ると修士課程または同等の学位プログラ

ムに在籍する留学生の割合は OECD 平均では 12%であるのに対し、我が国は 10%弱とな

っている。（図 29、30） 

 ・ 人口 100 万人当たりの学位取得者数の国際比較については、①我が国は 100 万人当

たり 583 人と、米国、ドイツ、フランス、イギリス、韓国と比較すると 1/3 以下とき

わめて少ない数である。②2008 年度と 2013 年度を比較すると、中国を含めて比較対

象の国の中で、日本だけが学位取得者の数が横ばいであり、他国は微増もしくは増加

している。③おおまかな分野の比率を比較すると、日本は自然科学の占める割合が多

く、人文・社会の割合が非常に低い。また、米国、イギリスは学際研究や複合課程を

含む「その他」分野の比率も高い。（図 31） 

 ・ 国公私の比率については、在学者比率を見ると、修士課程在籍者の約 6割が国立大

学に在籍している。（図３） 
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【専門職大学院】 

 ・ 入学者数については、専門職大学院全体で、平成 30 年度は 6,951 人となっている。

分野ごとに平成 23 年度と平成 29 年度を比較すると、平成 23 年度は専門職大学院全体

で 8,274 人の入学者に対し、平成 29 年度では 7,033 人と減少している。ただし、この

差の 1,241 人減に対し法科大学院での減少が 1,916 人に達しており、逆にこの間、ビ

ジネス・MOT 分野では 439 人増、公衆衛生分野で 62 人増、教職大学院で 576 人増と、

分野によって増減の状況に差が生じている。（図 32、33） 

 ・ 修了者の状況については、平成 30 年度の就職者数は約 6割である。平成 30 年度は

修了者の 23％が法科大学院修了者であり、法科大学院修了者を除くと就職者が８割を

超える状況となる。（有職者が仕事に戻るケースを含む）（図 34） 

 ・ 社会人学生の状況については、専門職大学院の在学者の約 5割は社会人であり、社

会人比率の低い法科大学院での学生が減少し、ビジネス・MOT 領域等で学生数が増加

していることから、専門職大学院全体では、実数は横ばいなものの社会人比率は上昇

傾向にある。（図 35） 

 ・ 国公私の比率については、専門職大学院の約６割が私立大学となっている。（図 3） 

 

 

２．論点  

【国の役割】 

○ 大学院の規模に関しては、累次の答申を踏まえ、各大学院の適正な定員規模等を各大学

の責任において判断するということを基本とすべきではないか。その上で、国は、各大学

が判断する上で必要な情報の収集・公表や、大学院に対する政策上の期待等を示すことに

努めるべきではないか。 

 

【全体の方向性】 

○ 諸外国に比して修士・博士の学位を持つ者の割合が２分の１から３分の１程度に留まっ

ており、特に人文・社会科学分野の取得者の割合が極端に低いことから、諸外国と遜色の

ない水準で Society5.0 を支える「知のプロフェッショナル」を育成していかなければ、

高度人材の確保や我が国の国際競争力の維持・向上に大いに問題を生じるのではないか。 

 

○ 現行の大学院教育では、定員の充足していない専攻が常態化しているケースが見受けら

れる。学問分野の継承の観点から設定されたごく小規模の専攻においてやむを得ず未充

足が発生するケースも考えられるが、小規模専攻のすべてがそうとも限らず、また、比較

的規模の大きい専攻においても未充足が発生しているケースもみられており、諸外国と

比較して大学院修了者の割合が低いにも関わらず何故このような状況となっているのか

を、改めて真剣に検討し、早急に改善を図る必要があるのではないか。 

 

○ また、これまで本部会で議論している通り、企業をはじめとする社会からは、高度な専

門的知識と併せて、大学院修了者にふさわしい普遍的なスキル・リテラシー等の幅広い能

力が求められていることや、大学院のカリキュラムと企業をはじめとする社会のニーズ
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との間にギャップが生じているとの意見もあり、特に博士課程（後期）では長期にわたり

指摘され続けている。こうした課題が若手研究者ポストの確保の困難さという問題と相

まって、大学院修了者のキャリアパスに対する不安を招き、優秀な学生の博士課程（後期）

や、人文・社会分野における修士進学者の伸び悩みを招いているとも言えるのではない

か。 

 

○ 諸外国と遜色のない水準で大学院において人材養成の需要に応えていくためには、これ

らの定員の未充足や社会からの新たな人材育成上の要請、指摘されている社会とのギャ

ップなどの課題に同時並行的に対応することが喫緊に必要であり、本部会でこれまで議

論してきたとおり、各大学院が四つの人材養成機能を踏まえつつ、人材養成目的を明確に

意識し、「学位授与の方針」から順次「教育課程編成の方針」、「入学者受入れの方針」（三

つの方針）を明確に設定し、それに基づき教育方法、教育内容等を見直し、コースワーク

の充実等を図ることなどにより、大学院教育の質の向上を図ることが必要ではないか。 

 

○ あわせて、三つの方針に位置付けられた専攻の性格に応じ最適な定員の設定や社会のニ

ーズへより一層対応する観点から、教育組織（課程）や教育研究体制の再点検を行い、必

要な場合は見直しを図ること、人材養成目的と課程（「修士課程」、「博士課程（区分制・

一貫制）」、「専門職大学院の課程」）との関係性についても、再点検を行うことが必要では

ないか。その際には、現在将来構想部会制度・教育改革ワーキンググループにおいて議論

が進められている、学位を与える課程に着目し、大学自らの判断で機動性を発揮して横断

的な教育に積極的に取り組むことのできる、「学部・研究科等の組織の枠を超えた学位プ

ログラム」制度を積極的に活用すべきではないか。 

 

○ さらに、労働に対する考え方や長寿命、勤労年齢の長期化等を踏まえ、各大学院は高度

な専門知識・技能を身に付けるリカレント教育に積極的に取り組むべきではないか。 

 

○ こうした形で、社会のニーズに対して大学院として積極的に対応していくことで、学生

を惹きつけ、大学院が 2040 年の社会に求められる需要に応えるための好循環を生み出す

出発点となる意識を持つことが必要ではないか。 

 

○ これらに加え、大学院はこれまで学生の進路や就職などに対する意識も低く、学士課程

と比較しても就職率、就職先の公表等の取組が進んでいないことを踏まえ、学生の進路に

対し一定の責任を負う観点からも、各専攻で養成する人材の需要について調査・把握した

上で人材育成に努めるべきではないか。特に博士課程については、進路において一定の割

合を占める大学の若手教員・研究者の雇用の状況や、ポストドクターの分野ごとの雇用の

増加や減少等の変化についても留意すべきではないか。 

 



「今後の大学院（修士課程・博士
課程）の規模の在り方について」

関連データ
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（１）各課程に共通するデータ
図１ 大学院在学者数の推移
図２ 大学院の進路フロー推計
図３ 課程別・設置者別在学者比率（在学者数）
図４ 国立大学の大学院の専攻の設置数・廃止数の推移

（２）博士課程に関するデータ
図５ 博士課程入学者の推移
図６ 修士課程修了者の進学率の推移（分野別）
図７ 博士課程における専攻別入学者数の分布（全体）
図８ 博士課程における専攻別入学者数の分布（人文、社会、教育）
図９ 博士課程における専攻別入学者数の分布（理工農系、保健）
図10 博士課程における入学者充足率の推移（分野別）
図11 博士課程修了者数及び就職者数の推移（全体）
図12 博士課程修了者の就職率の推移（分野別）
図13 博士課程修了後の就職先（分野別・職業別）
図14 博士課程への社会人の受入れ状況
図15 博士課程に在籍する社会人学生数（分野別推移）
図16 博士課程に在籍する留学生数（分野別推移）
図17 高等教育機関に在籍する留学生または外国人学生の割合
図18 諸外国との比較ー人口100万人当たりの学位取得者数比較（博士）
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（３）修士課程に関するデータ
図19 修士課程入学者の推移
図20 学士課程修了者の進学率の推移（分野別）
図21 修士課程における専攻別入学者数の分布
図22 修士課程における専攻別入学者数の分布（人文、社会、教育）
図23 修士課程における専攻別入学者数の分布（理工農系、保健）
図24 修士課程における入学者充足率の推移
図25 修士課程修了者の就職率の推移（分野別）
図26 修士課程修了後の就職先（分野別）
図27 修士課程への社会人の受入れ状況
図28 修士課程に在籍する社会人学生数（分野別推移）
図29 修士課程に在籍する留学生数（分野別推移）
図30 高等教育機関に在籍する留学生または外国人学生 の割合（再掲）
図31 諸外国との比較ー人口100万人当たりの学位取得者数比較（修士）

（４）専門職大学院に関するデータ
図32 専門職大学院入学者数の推移
図33 専門職大学院入学者数の推移（分野別）
図34 専門職大学院修了者数及び就職者数の推移
図35 専門職大学院への社会人の受入れ状況

「今後の大学院（修士課程・博士課程）の規模の在り方について」関連データ
一覧・目次



（１）各課程に共通するデータ
図１ 大学院在学者数の推移
図２ 大学院の進路フロー推計
図３ 課程別・設置者別在学者比率（在学者数）
図４ 国立大学の大学院の専攻の設置数・廃止数の推移
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図１・大学院在学者数の推移
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修士課程

博士課程

専門職学位課程

（人）98,650

249,588

205,311

※ 在学者数
「修士課程」：修士課程，区分制博士課程（前期２年課程）及び５年一貫制博士課程（１，２年次）
「博士課程」：区分制博士課程（後期３年課程），医・歯・薬学（４年制），医歯獣医学の博士課程及び５年一貫制博士課程（３～５年次）
通信教育を行う課程を除く

出典：学校基本統計

（各年度５月１日現在）
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大学学部卒業者（約55.9万人）
約304,000人
※推計値

大学教員
150人

大学院修士課程修了者（約76,500人）

進学者

63,334人
（約11.3%）

※博士課程（前期）／修士課程入学者 約73,000人

約48,000人
※推計値

大学教員
575人

大学院博士課程修了者（約16,400人）

進学者

7,491人
（約9.8%）

※博士課程（後期）入学者 約15,500人

約5,400人
※推計値

大学教員
2,484人

ポスドク等
1,855人
進学者
130人

・教員・公務等 約3,000人※推計値
・留学等 約160人
・その他 約4,000人
・不明 約1,260人

アカデミア

図２・大学院の進路フロー推計（全体）

・教員・公務等 約69,600人※推計値
・留学等 約11,200人
・その他 約106,100人
・不明 約9,800人

※平成25年度学校基本調査より作成（一部推計）

民間企業・公的研究機関

・教員・公務等 約7,700人※推計値
・留学等 約480人
・その他 約10,800人
・不明 約1,570人
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60.3%

58.9%

68.1%

38.7%

6.3%

6.5%

6.5%

4.2%

33.4%

34.6%

25.3%

57.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体

修士

博士

専門職

国立 公立 私立

（平成３０年５月１日現在 速報値）

出典：学校基本統計

(153,133）

(96,045)

(50,678)

(6,410)

(16,124)

(10,573)

(4,850)

(701)

(84,780)

(56,500)

(18,844)

(9,436)

図３・課程別・設置者別在学者比率（在学者数）

我が国の大学院在籍者の6割は国立大学に在籍。博士課程においては国立の割合が7割弱である一方、
専門職大学院においては私立の在籍者比率が一番高い。
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92
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35 38

113

64

0
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100

150

200

250

専攻の廃止

専攻の新設

国立大学の大学院における専攻の廃止数は新設数を上回っており、平成２６年度以降は毎年度５０以
上の専攻が廃止されている。

（※平成２８年度の件数が突出して多いのは、特定の大学で大規模な改組が行われたことによるもの。）

※文部科学省調べ

図４・国立大学の大学院の専攻の設置数･廃止数の推移
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（２）博士課程に関するデータ
図５ 博士課程入学者の推移
図６ 修士課程修了者の進学率の推移（分野別）
図７ 博士課程における専攻別入学者数の分布（全体）
図８ 博士課程における専攻別入学者数の分布（人文、社会、教育）
図９ 博士課程における専攻別入学者数の分布（理工農系、保健）
図10 博士課程における入学者充足率の推移（分野別）
図11 博士課程修了者数及び就職者数の推移（全体）
図12 博士課程修了者の就職率の推移（分野別）
図13 博士課程修了後の就職先（分野別・職業別）
図14 博士課程への社会人の受入れ状況
図15 博士課程に在籍する社会人学生数（分野別推移）
図16 博士課程に在籍する留学生数（分野別推移）
図17 高等教育機関に在籍する留学生または外国人学生の割合
図18 諸外国との比較ー人口100万人当たりの学位取得者数比較（博士）
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図５・博士課程入学者の推移

博士課程入学者のうち、修士課程を修了して博士課程に進学する者を主とする一般学生の入学者数は、
平成15年度の約1.2万人をピークに大幅に減少、平成30年度には最大時の約半数の約0.6万人に低下。
この「一般学生」は将来研究者となる者の多い層であることから、将来における国際競争力の地盤沈下が
懸念されている。

出典：学校基本統計（文部科学省）
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5,257 5,417 

5,552 5,314 
5,384 

5,462 5,790 5,646 5,810 5,872 6,203 6,111 6,374 

18,232 17,944 17,553 17,131 16,926 
16,271 15,901 

16,471 
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12,000

14,000

16,000
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20,000
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一般学生 留学生 社会人

修士課程を修了して博士に進学する者が大幅に減少

（速報値）
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図６・修士課程修了者の進学率の推移（分野別）

修士課程修了者の博士課程への進学率は、各分野を通じて減少傾向。

出典：学校基本統計（文部科学省）
※「教育」､「芸術」 ､「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略
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（速報値）
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図７・博士課程における専攻別入学者数の分布

調査に回答した総計2,665専攻のうち、約23％で博士課程入学者数0人の状態（昨年度：約19％）。
特に私立では、入学者数0人が約37％、3人未満まで含めると約72％になる。

全体：2,665専攻（国立：962専攻、公立：191専攻、 私立：1,512専攻）

0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人
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公立 18 28 27 33 17 16 10 5 3 4 4 6 7 3 2 1 2 0 1 1 0 0 0 3 0
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（参考）

私立 19.2% 117.8%

公立 24.9% 113.5%

国立 22.1% 111.7%

全体 20.0% 112.4%

出典：文部科学省委託調査「大学院における
「第2次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた
教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」
（平成28年2月 リベルタス・コンサルティング）
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図８・博士課程における専攻別入学者数の分布（人文、社会、教育）

出典：文部科学省委託調査「大学院における「第3次大学院教育振興施策要綱」等
を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」
（平成30年3月 リベルタス・コンサルティング）

「人文科学」、「社会科学」分野は、博士課程入学者数の少ない専攻の割合が非常に大きい。
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図９・博士課程における専攻別入学者数の分布（理工農系、保健）

「工学」分野は、博士課程入学者の少ない専攻の割合が非常に大きい。また、「保健」分野は、博士
課程入学者数の少ない専攻の割合が大きい。

出典：文部科学省委託調査「大学院における「第3次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」
（平成30年3月 リベルタス・コンサルティング） 18
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図10・博士課程における入学者充足率の推移（分野別）

博士課程の入学者充足率（＝入学者／入学定員）は全体的に低下傾向にあり、平成２５年度に
おいては人文・社会・工学・農学系の入学者定員充足率が５割前後となっている。

※ 「教育」・「芸術」・「家政」・「その他」分野は修了者が比較的少ないことから省略

（出典）学校基本統計、全国大学一覧より作成
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図11・博士課程修了者数及び就職者数の推移（全体）（5月時点）

博士修了者就職率は平成３０年度で３分の２程度。

（出典：文部科学省「学校基本調査」）（注）・博士課程修了者には、所定の単位を修得し、学位を取得せずに満期退学した者を含む
・就職者とは、給料、賃金、報酬、その他の経常的な収入を目的とする仕事に就いた者をいう
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「人文学」､「社会科学」分野の就職率が他の分野と比較して低い状況は、近年継続して見られる傾向。

出典：学校基本統計（文部科学省）

図12・博士課程修了者の就職率の推移（分野別・5月時点）
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※「教育」､「芸術」 ､「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略

（速報値）
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図13・博士課程修了後の就職先（分野別・職業別）

（出典）「平成29年度学校基本調査」（文部科学省）※ 所定の単位を取得し、学位を取得せず退学した者（いわゆる満期退学者）の数を含む

1.8%

5.0%

0.5%

1.9%
2.0%

0.4%

0.0%

0.4%

0.0%

3.0%

42.7%

48.2%

8.3%

15.9%

17.0%

21.1%

47.1%

54.8%

27.5%

24.1%

11.2%

2.9%

1.9%

2.7%

0.7%
0.7%

2.9%

13.4%

7.8%

3.7%

31.8%

22.5%

80.8%

72.6%

68.6%

76.6%

47.1%

23.8%

49.0%

57.8%

0.3%

0.8%

0.1%

0.…

1.4%
0.0%

0.0%

0.4%

3.9%

1.2%

9.9%

15.2%

2.6%

2.1%

3.2%

0.4%

2.9%

3.3%
9.8%

5.7%

2.3%

5.4%

5.8%

4.6%

7.0%

0.7%

0.0%
3.8%

2.0%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人文学

社会科学

理学

工学

農学

保健

家政

教育

芸術

その他

管理的職業従事者 大学教員
大学以外の教員 教員以外の専門職（科学研究者・技術者等）
サービス職業従事者 販売・事務業務

理工農・保健分野においては博士課程修了後、大学教員以外の専門的職業に従事する者の割合
が高く、人社系分野においては大学以外も含めて教員になる者の割合が高い。
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出典：平成１５年以降 学校基本統計（文部科学省）、それ以前は大学振興課調べ

・H3→H12で約5.4倍、H3→H29で約13.5倍
・全体の約40％が社会人入学者数

博士課程への社会人の受入れ数は、大学院の拡充に合わせて大幅に拡大したが、近年はほぼ横ば
い。

全入学者 社会人入学者

図14・博士課程への社会人の受入れ状況
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出典：学校基本統計

図15・博士課程に在籍する社会人学生数（分野別推移）

博士課程に在籍する社会人学生数は平成15年から平成29年にかけて約2.1倍増加している。特に、保
健の増加率が非常に高い。

※「商船」、「家政」、「芸術」分野は修了者数が比較的少ないことから省略24



出典：学校基本統計

図16・博士課程に在籍する留学生数（分野別推移）

博士課程に在籍する留学者数は増加傾向にあり、平成15年から平成29年にかけて理学は約2.1倍、保
健（医・歯除く）は約1.5倍に増加している。

※「商船」、「家政」、「芸術」分野は修了者数が比較的少ないことから省略
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図17・高等教育機関に在籍する留学生または外国人学生の割合（2014年）

OECD加盟国では、在学者に占める留学生の割合は、博士課程または同等の学位プログラムでは２４％、修士課程ま
たは同等の学位プログラムでは１２％である。日本は博士課程で２０％弱、修士課程で１０％弱であり、OECD平均に届
いていない。

Education at a Glance 2016 - © OECD 2016
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図18・諸外国との比較 －人口100万人当たりの学位取得者数比較（博士）

博士の数は米・独・英・韓と比較して、1/2程度。また、人文社会の割合が極端に低い。

注：
＜日本＞当該年度の4月から翌年3月までの博士号取得者数を計上。「その他」は、教養、国際関係、商船等である。
＜米国＞当該年9月から始まる年度における博士号取得者数を計上。「その他」には「軍事科学」、「学際研究」等の学科を含む。なお、ここでいう博士号取得者は、“Digest of Education Statistics”に
掲載されている“Doctor's degrees”の数値から医学士や法学士といった第一職業専門学位の数値のうち、「法経」、「医・歯・薬・保健」、「その他」分野の数値を除いたものである。
＜ドイツ＞当該年の冬学期及び翌年の夏学期における博士試験合格者数を計上。
＜フランス＞当該年（暦年）における博士号（通算8年）の取得者数。
＜英国＞当該年（暦年）における大学など高等教育機関の上級学位取得者数。連合王国の値であり、留学生を含む。「その他」はマスコミュニケーション及び複合課程を含む。
＜韓国＞標記年の2月における博士号取得者数を計上。2016年の人口データは2015年を使用。
＜中国＞高等教育機関以外で大学院課程をもつ研究機関等の学位取得者を含む。専攻分野別の数値は不明。

資料：
日本は文部科学省、「学位授与状
況調査」、その他の国は修士課程
の図表と同じ。

主要国の博士号取得者数を人口100万人当たりで見ると、日本は2013年度で121人と少ない数値である。他国の最新年の値を見ると、最も多い
国はドイツ(344人)、次いで英国(331人)である。一方、最も少ない国は中国(38人)である。

2008年度と各国最新年を比較すると、日本以外の国は全て増加している。大きく伸びているのは韓国、米国、英国である（米国のデータにつ
いては注意書きを参照のこと）。（科学技術指標2017より抜粋）
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（３）修士課程に関するデータ
図19 修士課程入学者の推移
図20 学士課程修了者の進学率の推移（分野別）
図21 修士課程における専攻別入学者数の分布
図22 修士課程における専攻別入学者数の分布（人文、社会、教育）
図23 修士課程における専攻別入学者数の分布（理工農系、保健）
図24 修士課程における入学者充足率の推移
図25 修士課程修了者の就職率の推移（分野別）
図26 修士課程修了後の就職先（分野別）
図27 修士課程への社会人の受入れ状況
図28 修士課程に在籍する社会人学生数（分野別推移）
図29 修士課程に在籍する留学生数（分野別推移）
図30 高等教育機関に在籍する留学生または外国人学生の割合（再掲）
図31 諸外国との比較ー人口100万人当たりの学位取得者数比較（修士）
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図19・修士課程入学者の推移

修士課程入学者は平成22年度をピークとして減少したが、近年は若干の回復傾向がみられる。一般学生
は緩やかに減少、社会人学生は微増、留学生が平成15年度から30年度までの間で約4千人増加し、比
率としても6%弱の増加。

出典：学校基本統計（文部科学省）
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（速報値）
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図20・学士課程修了者の進学率の推移（分野別）

学士課程修了者の進学率は、全体的に横ばい傾向にある。

出典：学校基本統計

※「芸術」 ､「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略
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図21・修士課程における専攻別入学者数の分布

調査に回答した総計3,668専攻のうち、修士課程入学者数３人未満の割合は約16％（579専攻）。

全体：3,668専攻（国立：1,282専攻、公立：290専攻、 私立：2,096専攻）
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（出典：平成２６年度大学院活動状況調査）

入学定員充足率
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私立 14.4% 96.0%

公立 20.2% 116.8%

国立 26.9% 105.6%
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図22・修士課程における専攻別入学者数の分布（人文、社会、教育）

「人文科学」、「社会科学」分野は、修士課程入学者数の少ない専攻の割合が非常に大きい。

出典：文部科学省委託調査「大学院における「第3次大学院教育振興施策要綱」等
を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」
（平成30年3月 リベルタス・コンサルティング）
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図23・修士課程における専攻別入学者数の分布（理工農系、保健）

「工学」分野は、修士課程入学者が３１人以上の専攻の割合が大きい。一方、「保健」分野は、修士課
程入学者数の少ない専攻の割合が大きい。

出典：文部科学省委託調査「大学院における「第3次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」
（平成30年3月 リベルタス・コンサルティング） 33



図24・修士課程における入学者充足率の推移（分野別）

修士課程の入学者充足率（＝入学者／入学定員）は近年低下傾向にあり、平成２５年度においては人
文、社会科学分野の入学者充足率が７割以下となっている。

※ 「教育」・「芸術」・「家政」・「その他」分野は修了者が比較的少ないことから省略
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修士課程修了者の就職率は、概ね上昇傾向にある。

出典：文部科学省「学校基本統計」※各年度は 修了年度。

図25・修士課程修了者の就職率の推移（分野別）
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（速報値）
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図26・修士課程修了後の就職先（分野別・職業別）

理工農、保健分野においては修士課程修了後、技術者等として専門的職業に従事する者の割合が
高く、人社系分野においては販売・事務業務に従事する者の割合が高い。

（出典）「平成29年度学校基本調査」（文部科学省）
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※ 所定の単位を取得し、学位を取得せず退学した者（いわゆる満期退学者）の数を含む
36



655

747
995 1,120

1,353 1,408
1,681

1,902 1,965 2,007
2,238

2,622 2,604

3,238

3,769 3,705
3,451 3,345 3,161 3,234

3,533
3,276 3,120

2,870 2,798 2,813 2,672 2,688 2,549 2,526 2,373

3
11

65
46

67 48

76
97

91 118

131

145 145

318

402 508
752

681
747 736

764

784
854

917 882 909
922 873

867 822
805

157

329 479
481

813 807

995

1,299 1,366
1,617

1,936

2,410
2,897

3,708

4,201 4,218
3,979

4,096
4,049

4,191

4,173
4,189 4,218

4,143

3,867 3,755
4,241

4,113 4,268 4,476 4,664

26,644 
27,342 

28,177 

30,733 

34,927 

38,709 

44,401 

50,852 

53,842 

56,567 
57,065 

60,241 

65,382

70,336 
72,561 

73,636 
75,698 

76,749 
77,557 

77,851 
77,451 77,396 

78,119 

82,310 

79,385 

74,985 

73,353 72,856 
71,965 

72,380 
73,411 

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

0

8000

16000

24000

32000

40000

48000

56000

64000

72000

80000

62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

私立

公立

国立

全入学者数

( )全入学者数に占める社会人の割合
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修士課程への社会人の受入れ数は、大学院の拡充に合わせて大幅に拡大したが、近年は減少傾向。

出典：平成１２年以降 学校基本統計（文部科学省）、それ以前は大学振興課調べ

全入学者 社会人入学者
・H3→H12で約3.3倍、H3→H29で約3.5倍
・全体の約10％が社会人入学者数

図27・修士課程への社会人の受入れ状況
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出典：学校基本統計

図28・修士課程に在籍する社会人学生数（分野別推移）

修士課程に在籍する社会人学生数はほぼ横ばいである。分野別では、保健、農学等が増加している
が、教育、工学、社会科学等が減少している。

※「商船」、「家政」、「芸術」分野は修了者数が比較的少ないことから省略
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出典：学校基本統計

図29・修士課程に在籍する留学生数（分野別推移）

修士課程に在籍する留学者数は平成25年以降毎年増加しており、すべての分野が増加傾向か横ばい
の状態にある。

※「商船」、「家政」、「芸術」分野は修了者数が比較的少ないことから省略
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図30・高等教育機関に在籍する留学生または外国人学生の割合（2014年）※再掲

OECD加盟国では、在学者に占める留学生の割合は、博士課程または同等の学位プログラムでは２４％、修士課程ま
たは同等の学位プログラムでは１２％である。日本は博士課程で２０％弱、修士課程で１０％弱であり、OECD平均に届
いていない。

Education at a Glance 2016 - © OECD 2016
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図31・諸外国との比較 －人口100万人当たりの学位取得者数比較（修士）

修士の数は米・独・仏・英・韓と比較して、1/3程度。また、人文社会の割合が極端に低い。

注：
＜日本＞当該年度の4月から翌年3月までの修士号取得者数を計上。「その他」は、教養、国際関係、商船等である。
＜米国＞当該年9月から始まる年度における修士号取得者数を計上。「その他」には「軍事科学」、「学際研究」等の学科を含む。
＜ドイツ＞標記年の冬学期及び翌年の夏学期における修士（標準学修期間1～2年）及びディプローム数である。教員試験（国家試験）等合格者（教育・教員養成学部以外の学生で教員試験に合格し
た者を含む）は、ディプロームの「教育・教員養成」に含まれる。
＜フランス＞当該年（暦年）における修士号（通算5年）の取得者数。
＜英国＞標記年（暦年）における大学の上級学位取得者数。修士は、学卒者を対象とする資格を含む。例えば、教育の修士には、学卒者教員資格（PGCE）課程の修了者22,355人を含む。留学生を含
む。「その他」はマスコミュニケーション及び複合課程を含む。
＜韓国＞標記年の2月における修士号取得者数を計上。2016年の人口データは2015年を使用。
＜中国＞高等教育機関以外で大学院課程をもつ研究機関等の学位取得者を含む。専攻分野別の数値は不明。

資料：
日本は文部科学省、「学位授与状況
調査」
＜米国＞NCES,IPEDS,“Digest of 
Education Statistics” 
＜韓国＞韓国教育省・韓国教育開発
院、「教育統計年報」各年版
＜その他の国＞2008年度：文部科学
省、「教育指標の国際比較」各国最新
年度：文部科学省、「諸外国の教育統
計」

主要国の修士号取得者数を人口100万人当たりで見ると、日本は2013年度で583人と少ない数値である。他国の最新年の値を見ると、最も多
い国は英国で、3,692人と群を抜いている。次いで米国（2,377人）、ドイツ（2,281人）となっている。一方、最も少ない国は中国で336人である。

2008年度と各国最新年を比較すると、日本は横ばい、韓国は微増、その他の国は増加しており、特に、英国、フランスの伸びは大きい。（科学
技術指標2017より抜粋）
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（４）専門職大学院に関するデータ
図32 専門職大学院入学者数の推移
図33 専門職大学院入学者数の推移（分野別）
図34 専門職大学院修了者数及び就職者数の推移
図35 専門職大学院への社会人の受入れ状況
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図32・専門職大学院入学者の推移

平成15年度より創設された専門職大学院では、開設後10年程度は大幅な増加や減少があったが、ここ5
年程度は一般学生、留学生、社会人の比率はほぼ一定で推移している。平成26年度以降で見ると、一般
学生は緩やかに減少傾向にあり約4割を占め、留学生は全体の1割未満ではあるものの増加傾向にあ
る。社会人学生は約5割を占め微増を続けており、全体としては微増傾向にある。

出典：学校基本統計（文部科学省）
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図33・専門職大学院入学者数の推移（分野別）

専門職大学院の分野別の入学状況を見ると、法科大学院の入学者は大幅に減少。
一方、ビジネス・MOT分野、公衆衛生分野、教職大学院では増加。
教職大学院が新たにできた平成23年度と直近の平成29年度を比較すると、
法科大学院は1,916人減、ビジネス・MOT分野は439人増、公衆衛生分野で62人増、教職大学院で

576人増と、分野により増減の状況に差が生じている。

※文部科学省調べ。前頁の入学者数とは別調査であり基準日等が異なるため、数値は一致しない。
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図34・専門職大学院修了者数及び就職者数の推移（全体）（5月時点）

専門職大学院は平成16年度に初めて修了者が出て以降、就職者数と割合は増加傾向にある。
法科大学院修了者は数が多く、また、試験準備等で就職者とならない割合が高いため、参考と
して括弧内に示している。近年は法科大学院修了者の減少が進み、また、専門職大学院全体の
就職率が６割を超えるようになっている。
平成30年度の速報値では、専門職大学院全体での就職者数は約６割、修了者数の23%が法科大
学院修了者であり、これを除いた就職率は８割を超える。

（出典：文部科学省「学校基本調査」）

（注）・就職者とは、給料、賃金、報酬、その他の経常的な収入を目的とする仕事に就いた者をいう。また、有職者も就職者にカウントしている。
・修了者数の後の括弧は、参考として法科大学院修了者数を示す。
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専門職大学院在学者の約5割が社会人。
社会人比率の低い法科大学院での学生減少傾向が続くことから、専門職大学院全体では実数は横
ばいだが社会人比率は上昇傾向にある。
専門職大学院では、社会人が高度な専門性や最新の知識・技術を身に付けるための学習機会の提
供に継続的に取り組んでおり、社会人向け入学者選抜、夜間開講、サテライトキャンパスやICTの活
用等の取組が進められている。

図35・専門職大学院への社会人の受入れ状況
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（参考）研究関係データ
※平成30年7月25日大学分科会将来構想部会配布資料より

・主要国における論文数の推移
・国・地域別論文数、Top10%補正論文数：上位10か国・地域
・被引用数Top10%論文全体に占める割合（研究チーム構成別）
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・主要国における論文数の推移

注：分析対象は、Article、Reviewである。論文のカウントは分数カウント法で行った。年の集計は出版（Publication year、PY）により、3
年移動平均値を用いた。

資料：科学技術・学術政策研究所「科学研究のベンチマーキング2017」（平成29年8月）を基に文部科学省作成
※分数カウント：複数機関の共著による論文の場合（例えばA大学とB研究所の共著）、それぞれの機関にA大学1/2、B研究所1/2とカウ

ントする手法であり、各機関の「論文生産への貢献度」が分かるカウント法（平成22年度科学技術白書より）

平成30年版科学技術白書によれば、我が国の論文数は10年前と比較して減少傾向を示しており、この現
象は主要国で唯一である。

48



・国・地域別論文数、Top10％補正論文数：上位10か国・地域

注：分数カウント法を用いた。
資料：クラリベイト・アナリティクス社 Web of Science XML（SCIE、2016年末バージョン）を基に、科学技術・学術政策研
究所作成（「科学研究のベンチマーキング2017」（平成29年8月））
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大学等又は公的研究機関における研究チームの構成と論文の注目度の関係を見ると、若手研究者が参画している研
究チームが、被引用数Top10％論文数を生み出した研究活動の約７割（69.6％）を占めている。その一方で、シニアクラ
スの研究者のみから構成される研究チームは約３割である。（平成30年度科学技術白書より）

・被引用数Top10％論文全体に占める割合（研究チーム構成別）

注：SCはシニアクラスの研究者の略称であり、大学学部生、大学院生、ポスドク以外の研究者である。
資料：科学技術・学術政策研究所「論文を生み出した研究活動に用いた資金と人的体制（論文実態調査）（平成29年6月）」、DISCUSSION 
PAPAR No.146を基に文部科学省作成

○ 被引用数Top10%論文全体に占める割合（研究チーム構成別）［大学等又は公的研究機関、平成16年～平成24年］

平成30年版科学技術白書によれば、質の高い論文の作成には大学学部生・大学院生・ポスドクを含む若

手研究者が関わっている割合が高いことが示され、若手の活用が研究力低下への対応となることが示唆
されている。
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